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　初めまして，株式会社 Orbの深津と申します。
　まず最初に，我々は何をしている会社なのか，
簡単にご紹介させていただいて，我々が今つくろ
うとしている，もしくは実際に幾つかやっている
ものは，実は江戸時代の仕組みを参考にしながら
つくっていますので，江戸時代にどんなことが起
きていたのか簡単にお話しさせていただきます。
最後に，実際にやってきたこと，今やろうとして
いることを簡単にご紹介させていただきたいと思
います。

Orbの仕事とは

　まず，株式会社 Orbというのはどういう会社か
というと，先ほどブロックチェーンとか仮想通貨
というキーワードが出てきましたが，決済と契約
というものをいかにシンプルに，かつ効率的にす
るかという，そういったソフトウエアをつくって
いる会社になります。
　実際に我々がやってきたこととしまして，
ちょっと変わったところですと，例えば三井住友
海上火災様と損害保険調査の自動化をしたり，山
陰合同銀行様と電子マネーの実態分析と実証実験
をしています。こういった実証実験と実証実験
の予備調査などを通じて，決済に 7秒かかると人
は現金を使う，3秒切らないと電子マネーを使っ
てくれないというのがわかったり，モバイルで
みんなチャージするかと思いきや，実際は ATM

でチャージしてお店で買い物をするというのが
わかったり，月間大体 5,000件ぐらいチャージさ
れているのですが，5,000件のうち 98％は ATM

からチャージされていて，1回のチャージ金額
が 2,000円ぐらいで，そのとき使うだけのお金を
チャージして使う，こういったことがわかってき
ました。
　それから，不動産取引の非対面化などもやって
おります。こちらは今まさにつくっている最中の
ものですけれど，仮想通貨法案が通りましたので，
仮想通貨というベースで地域通貨をつくるプラッ
トフォームをつくって，SBIホールディングスと
各社に展開していくということをやっているプロ
ジェクトになります。
　最後に，こちらは対外的にはまだ出ていないの
ですが，クリエーターズコインというのを今つ
くっています。これは，アーティストが自分たち
の作品などを発表して仮想通貨をつくります。そ
こにファンが集まってきて，その価値を上げてい
こうと。そういったプロジェクトをやらせていた
だいています。
　ITの話になるのですが，どんなものをつくっ
ているかということで，ブロックチェーンと言
われている，いわゆる改ざん不可能なトランザク
ションシステムの上に通貨を扱うようなプラット
フォームをつくって，その上に，パートナーさん
と一緒に使いやすいアプリケーションをつくって
いくということをシンプルにやっております。
　これは実際の画面ですが（図 1），こちらのほう
に，例えばチャージというのはこんなイベントで
すよと，ぽちぽちっと選ぶと通貨が設計できます。
山陰合同銀行の時には設計するのに大体 10人月
ぐらいかかったのですが，今は法律に定められて
いる通貨であれば大体 2時間あればつくれるよう

　＜講演＞
藩札経済にみるコミュニティ再生と金融システム

－北海道圏仮想通貨の可能性－

講　師　深津　航
（株式会社 Orb最高事業責任者）
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になっています。決済システムを一つつくるのに
数億円かかるのですが，今回のSBIの件ですともっ
と低コストで作ることにチャレンジしています。
　いろんな振る舞いを定義できますが，イシュイ
ング 1）をしたり，送金をしたり，手数料を自動
的に取ったり，利用上限をつけたり，何か前に処
理が起きたらこんな処理をしますとか，取引額に
よってはポイントをふやすとか，実際に直前の動
きがこうだったらこんな動きをしますよとか，こ
の時間帯だったらボーナスポイントをあげますと
か，そのほかにも減価，消滅期限とか，そういっ
たものを実装していて，これらが設定だけででき
るというふうになっています。
　じゃあ開発するときはどういうことをやるかと
いうと，実はこの四つの APIをたたけばつくれる
ようになっています。口座をつくって，入金，出
金など一つのトランザクションというイベントを
呼びます。それで，残高確認と，履歴はどうなっ
ているか。この四つだけでつくれるのが特徴で，
開発言語も，ブロックチェーンとかいろいろ言わ
れていますが，我々は好きな言語を使ってくださ
いということで，メニューからぽちっと選ぶとテ

ンプレートがばっと剝がれて，それをコピー・ア
ンド・ペーストしてアプリに組み込むとその場で
使えると。実は，来月これを使って，北海道の
SIをやっている会社を集めて，1日で決済システ
ムがつくれるかというチャレンジをしています。

藩札を電子化する

　話は戻りますが，では江戸時代はどんなお金が
使われたか簡単にお話ししたいと思います。
　まず，質問です。「賃金（ちんぎん）」とよく言
いますが，何で「金」という字を使っているのに
「ぎん」と読むのか，皆さんご存じでしょうか。
　実は，江戸時代には「三貨制度」というのがご
ざいまして，「金」と「銀」，それから日雇いの「銭」
というお金が使われていて，お給料は，例えば物
資の場合ですと差札という米と交換するための札
が渡されて，それをお金に交換して使っていまし
た。それで，主に使われていた耐久資材のお金が
銀だったので「ちんぎん」と呼ばれていまして，
たしか 1925年に国の法律で「賃金」と書いて「ち
んぎん」と呼びましょうと決まったと聞いていま
す。
　こちらは，実は秤量貨幣といって重さをはかっ
て交換する。銀は含有量が違いますし，しかも輸

図 1
© 2017 Orb, Inc.

弊社の位置づけと取り組み

5

「企業向けサービスと仮想通貨」ソフトウェアを提供する企業
〜CBInsight より〜

通貨やポイントといった閉空間での経済取引を実現するプラットフォーム
を提供するスタートアップ企業

三井住友海上⽕災
損害調査業務の改⾰

⼭陰合同銀⾏
電⼦マネー実験

エスクローエージェントジャパン
不動産取引の⾮対⾯化

クリエーターズコイン
クリエーターの発掘

SBI Coin プロジェクト

1）クレジットカード会社の事業活動の中で，カード発行
業務のことをいう。（金融経済用語集より　https://www.
ifinance.ne.jp/glossary/creditcard/cre247.html）
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入品だったので質が全部違ったのです。そうする
と，これは非常に不便なので何をしたかというと，
金札，銀札，銭札というのをつくって，この札を
持っていくと銀のこの価値と一緒ですよと。それ
が藩札の始まりです。
　この藩札はおもしろい効果を上げていまして，
江戸時代にいろんな藩で藩札がつくられました。
何でこんなに藩札がふえたのかというと，七つの
理由があるのですが，その中で特に 5番目の理由
が一番多かったと言われています。それは何かと
いうと，藩の財政が非常に苦しかったので，専売
品，例えば，今でいう地方の特産物をつくるため
には融資をしなければいけないが，お金がない。
じゃあ，どうするか。強制通貨として藩札をつ
くって，その藩札を融資に使って，簡単に言うと
特産品を各藩がつくって，その結果，藩札がふえ
た。藩札がふえると，それで特産品をつくって江
戸に売って，江戸の正貨が入ってくると。このよ
うに経済を回していたというのが江戸時代の流れ
になっています。
　じゃあ，我々もそれを今の社会でやるとしたら
電子的にやったらいいのではないか，藩札に相当
するものを電子的につくろうということで始めた
のが現代版電子藩札と呼んでいるものになりま
す。そのときに，電子マネーは B to Cだけでしか
使われないのですけれども，我々は，B to Cから
B to B，C to Cという域内で経済が回るようにす
る。さらに，必要であれば融資の仕組みもつくる。
そういったことができればいいのではないかとい
うことでソフトウエアを設計させていただいてお
ります。

さまざまな電子商取引き

　じゃあ，現代の社会でこれをやったらどうなる
かというのがこちらのお話になります。
　まず，今，日本経済全体の中でもちょっとおも
しろいことが起きていまして，EC化率というの
が出ているのですが，ちょっと前までは服飾品は
ネットで買うという人が結構ふえてきていまし
た。最近は，ドラッグストアで買うような日雑品

がネットで買えるようになってきました。例えば
Amazon Dash Buttonというのをご存じですか。そ
れを押せば注文品が届くというボタンがあるので
す。これは今 500円を払うと家に届くのですが，
例えば冷蔵庫とか洗濯機につけるのです。それで，
洗剤がなくなったらボタンをぽちっと押すと翌日
届く。こういうボタンが出てきて，実はドラッグ
ストアのビジネスを結構脅かしているのです。最
近，東京では Amazon freshというのが出てきて，
同じように注文すると翌朝，生鮮食品が届く。こ
んな感じで，お客さんは店に行かなくても買い物
ができるようになってきました。これが実は，海
外，日本を含めて自分たちはお客さんを囲い込む
のにどうしたらいいいかということを考えるきっ
かけになっています。
　例えば服飾業界で何が起きているかというと，
最近，GU2）のアンテナショップが橫浜の港南に
できたのですが，みんな何をしているかというと，
買い物札を見て，その場でメルカリで検索してメ
ルカリに注文するのです。一番打撃を受けている
のはユニクロと GUです。なぜかというと，あま
り季節変動や場所による違いがないのでユニクロ
はすごく伸びたのですが，あのユニクロのビジネ
スモデルが今あだになってお客さんを食われてい
るのです。それで，彼らは何をしたかというと，
スマートフォンでスキャンされるぐらいだった
ら，自分たちのカートに商品タグを見せると，そ
の商品の SNSの評価が出るようにして，その場
で買わせるというようなことをやっています。
　日雑品の世界では，これはアメリカのウォルグ
リーンという会社が有名なのですが，お客さんに
Amazonで買われてしまうのだったら，かわりに
僕たちが届けにいこうということで，お店で注文
するのではなくて，ウォルグリーンを含めた 12

店舗ぐらいをまとめたサイトがあって，そこで注
文するとウォルグリーンの関係者の方がかわりに
買い物をして会社に届けてくれるということをや
り始めています。
　さらに，食品についていうと，もう店では買わ

2）株式会社ジーユー。衣料品の製造・販売を行う企業。
ファーストリテイリングの子会社。
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ないという人が最近出てきているので，ここでい
ろいろ対抗が始まっています。
　では，海外では何をやっているか。まず，韓国
がすごくおもしろいことをやっています。これは
TESCOというスーパーですが，これは実は駅な
のです（図 2）。今，韓国で何が起きているかと
いうと，夫婦共働きで，女性が結構働きに出始め
ました。そうするとショッピングセンターには昼
間誰もいないのです。それで，土日になるとみん
な買い物に来るのでめちゃめちゃ混むのです。で
も従業員は平日雇わなければいけないから，がら
がらの店舗に人がいるという状態になっていま
す。これを何とかしたいということで TESCOは
何を考えたかというと，お客さんが店に来ないの
だったら店がお客さんのところに行こうと。韓国
は通勤電車で通勤する方が非常に多いので，駅に
大きなポスターをべたっと張って，そこに商品の
写真と QRコードがついていて，スマートフォン
で読み取ると買い物ができるということをやって
います。
　二つ目が，ウォルマートがやっている Scan＆
Goというものです。これは去年から始まったサー
ビスで，実は Apple Payを駆逐するのではないか
と言われているサービスです。何が便利かという
と，簡単に言うとバーチャルウォレットのような
形で，お店に行って商品のバーコードをスキャン

するとかごに入ります。それをチェックするとレ
ジを通らずに出られるのです。これは非常に便利
で，すごく人気が出ていると。
　じゃあスマートフォンを持っていなかったらど
うするのかと思ったら，ウォルマートの店に行く
とスマートフォンを貸し出しているのです。カー
トと一緒にスマートフォンがずらっと並んでい
て，自分でそのスマートフォンをとってレジで
チェックするという形の決済が始まっています。
　もっとすごいことをやっているのが Krogerと
いうスーパーマーケットで，1998年以降，増収
増益がずっと続いていて落ちたことがないという
スーパーです。何をしているかというと，実はスー
パーの広告が最初に電子化されていまして，誰が，
どの広告の，どの商品を見たか裏でデータをとっ
ていて，どの店に誰が何を買いに行きそうなのか
予測し，商品をそこに入れて品切れがない状態を
つくるということをまずやっている。次に，来た
お客さんを逃さないために Mix＆Matchという
サービスをやって，6商品買うと何ドル引きます
と。簡単に言うと複数の商品を買わせて原価率を
調整しているのです。さらに，来店動機をつくる
ために Free Friday Downloadいうのをやっていて，
金曜日の夕方になると，この商品 1個無料ですと
届くのですが，これが人によって違うものなので
す。おもしろいのは，洗剤がそろそろ切れそうだ

© 2017 Orb, Inc.

海外での取り組み事例
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⽶国 Kroger 『Kroger Mobile App』韓国 TESCO 『Home Plus』

⽶国 Walmart 『Scan&Go』

駅のホームを売場化
• 通勤客を⾃社に取り込む仕
組みを提供

• 週末のモールの混雑緩和、
平⽇のスタッフの稼働率を
向上。

他国でも展開を開始
• 現在は、チリでも実施中

スマホ＋バーコードでのセルフ決済
• 顧客⾃⾝が商品バーコードを
スキャンし、買い物かごに
チェックイン

• 最後は、店員のチェックのみで、
出店。レジで待つ必要なし

1to1マーケティングの実施
• 顧客がチェックした商品情報から店舗の仕⼊れを調整したりデ
ジタルクーポンを 1to1 で配送

• ユーザーの囲い込みと新しい商品購買体験へ誘導

Mix&Match：特定の商品を複数購買すると割引
• 「Buy6,Save$3」セールイベントの場合、対象商
品（組み合わせ⾃由）６商品買うと、３ドル引き

• １商品50セント引き。対象商品が定価ではなく
セール価格になっている場合は、更に50セント引
き

Free Friday Download：曜⽇別に特定商品無料
• ⾦曜⽇にクーポンをダウンロードすると、ある商
品を
無料で購⼊可能より多くの顧客⾏動を情報化

• 商品を⼿に取ったか、
カートに⼊れたかといっ
た情報を使って店舗開発
を効率化

図 2
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なというと，洗剤が 1個無料ですよと来るのです。
そんなコントロールをして店にお客さんを呼ん
で，Mix＆Matchでマッチングさせて購買単価を
上げて，最後イグジットさせるようなことをやっ
て収益を伸ばしている。こんなスーパーが出てき
ています。
　じゃあ，これを経済として地域の中に取り込む
にはどうしたらいいかということで考えたのが，
これは Amazonのビジネスモデルですが，知って
いる方はいらっしゃいますか。著作権の問題があ
るので印刷のほうには入れていないのですが，こ
れは，実はジェフ・ベゾスが会社を起こすときに
投資家に説明したもので，投資家がなかなか内容
をわからなくて，その場にあったナプキンに描
いた絵です。簡単に言うと，お客さんが増加して
売り手が増加すると品ぞろえが増加して，お客さ
んの満足度が向上します。そうすると経済が成長
して，システムのコスト負担が低くなって低コス
ト構造になる。そこからさらに低価格の商品を提
供する。このモデルを延々と回していくのが実は
Amazonのビジネスモデルで，端っこに描いてい
る矢印が Amazonのロゴなのです。

仮想通貨のひろがり

　じゃあ，これを仮想通貨に当てはめてみようと

いうことで描いたのがこちらの絵になります（図
3）。利用者がふえると利用金額がふえて，加盟店
がふえる。加盟店がふえると利便性が向上する。
そうすると地域経済が成長して，コスト負担が下
がって，さらに低コストで多彩な決済インフラを
つくることができ，より利便性が向上して経済が
回る。こういうものをつくっていこうということ
で商品の設計をしています。
　じゃあ，最初に利用者を増加させるにはどうす
るかということで，二つの手段があります。まず，
地元の企業の福利厚生をプログラムに組み込んで
しまおうと。もう一つはインバウンドです。
　じゃあ，どういうふうに組み込むかということ
で，まず一つはランチコインです。今，国の税制
で，月 3,500円までのお昼代は福利厚生の一環と
して補助してもいい，その分は非課税になるとい
うルールがあります。ただし条件がついていて，
その人がお昼ご飯を買った金額の 50％までしか
負担してはいけないと。ですから，毎月 3,500円
の食事代を支給して，かつ地元企業だけに使える
というふうに縛ると，仮に社員がその 3,500円を
全部使うと従業員 1人当たり毎月 7,000円落ちて
きます。仮に 1,000人いると 700万円。月 700万
円というと大体 20店舗運営できるような，そう
いうお金が実は落ちてきます。
　ちなみに，今，既存のベンダーですとバークレー

© 2017 Orb, Inc.

電⼦化仮想地域通貨の経済モデル ‒ Amazon⾵
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地域経済
の成⻑

加盟店
の増加

利便性
の向上

利⽤者
の増加

利⽤⾦額
の増加

低コスト
構造

低コスト・多彩な
決済インフラ

地元企業の福利厚⽣プログラムへの組込み
• ランチ補助
• 従業員割引

地域外からの来訪者の取り込み
• ネットでの越境EC、コンテンツ外販
• インバウンド消費の取り込み

図 3
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ヴァウチャーズという会社があるのですが，ここ
は決済手数料を 7％取っているのです。7％だっ
たら，仮に手数料を 2％にすれば企業も乗ってく
るし加盟店も喜ぶ。こういうことをやっていこう
と考えています。
　二つ目が，従業員・パート・アルバイト向けの
割引コインというのがあります。これは何かとい
うと，扶養控除の対象が，今 103万円枠というの
がありますが，これを 150万円枠にしようとして
います。そのときに従業員割引制度というのがあ
るのです。これをうまく使っているのがイオング
ループで，イオンリテールという会社をつくって
いるのですが，今，従業員は全員そこに所属して
います。何が行われているかというと，この会社
に入ると，あるいはパートに所属するとイオンク
レジットからカードが渡されます。このカード
で生鮮食品を買うと自動的に 6％オフになるので
す。この 6％オフというのはどうなっているかと
いうと，従業員割引制度を使ってやっているので，
簡単に言うと可処分所得がふえるからパート・ア
ルバイトさんが自分のところで働いてくれて，か
つ自分のお店に戻ってくる。こんな循環サイクル
をつくっています。
　次はインバウンドですが，海外から来られる方
たちは日本円を持っていません。特に中国人は
持っていないのです。最近，中国に行くと現金を
見たことがないという人がいるらしいのです。そ
ういう人たちが日本に来ると非常に困ってしまい
ます。例えばホテルにチェックインしてスマート
フォンを登録する。今日札幌の京王プラザホテル
に泊まったのですが，おもしろかったのは，あそ
こは携帯電話の貸し出しまでしているのです。そ
ういうところで例えば決済アプリを入れておいて
周辺のお店で決済してもらう。何で専用の端末に
しないかというと，安いからです。スマートフォ
ンで決済してもらって，ホテルでチェックアウト
するときにまとめて精算してもらう。そうすると，
今の DCC端末という海外決済用の端末を入れる
と 10万円ぐらいするのですが，そんなものがな
くてもホテルでまとめてチェックアウトしてしま
おうと。そういう発想です。

　これは，今，一緒に電子化しようとしているお
店の話です。「オーガニックごはん　かえもん」
という浅草にある小さなお店なのですが，ここは
非常におもしろいことをやっていまして，お店で
扱っている商材は全てオーガニックの商品で，従
業員は全てボランティアです。どういうふうに運
営しているかというと，ボランティアの方が，ま
ず 1,600円分のこのお店の食事券を「かえもん」
という「もん」でもらいます。それで 90分間の
労働をします。何で先に渡すかというと，ボラン
ティアとして扱うということが一つ。もう一つは，
「もん」をもらった方が先にご飯を食べるのです。
普通は，労働して対価をもらって，その後使うと
いう流れだと思うのです。こちらの場合は，先に
お金を渡して，先に食事をしてもらって 90分間
労働してもらう。
　そうすると，まず一つ大きな効果としては，
1,600円のお給料を払っているのですが，時給換
算すると 1,000円強ぐらいに見えます。ただし，
原価は 500円なので，店からすると時給 300円か
ら 400円ぐらいで雇っているのです。それを利用
もしくは働く側からすると，結構高い時給で働い
ていると。
　二つ目の効果は，先にお店に行って自分が体験
をするので，自分が嫌な接客というのはどういう
ものかわかるのです。そうすると，来たお客さん
に対して自分がされてうれしいことをする。その
結果何が起きたかというと，今，台湾のビーガン
と言われているサイトがあるのですが，そのサイ
トの中で最も人気のある店になっています。この
店に来るためにわざわざ台湾から来る方がいらっ
しゃるらしいのです。それで，何が一番いいです
かというアンケートをみると，「接客がいい」と
書いてある。この「かえもん」の店主にお店のス
タッフの教育はどうしていますかと聞いたら，「し
ていません」と言うのです。
　この「かえもん」というお店の流れ，あるいは
その仕組みに共感をして，自分がご飯を食べて本
当においしかったものをお勧めしているので，そ
の結果，満足度が上がる。こんなことが起きてい
ます。
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　こちらは，今，ある大学と一緒にやれないかと
いうことで検討を始めたものですけれど，今，大
学生の奨学金受給率は 54％を超えています。ひ
とり暮らしの学生が必要な平均的な生活費は月額
12万円ぐらいといわれていますが，仕送りが 10

万円以下の学生が 74％以上を占めていると言わ
れています。そうすると何が起こるかというと，
学生は生活をするために働かないと学校に行け
ないのです。これは今すごく問題になっていまし
て，じゃあ，これをご飯とひもづけようというこ
とで話し合ったのですが，ヒントは，北海道の帯
広にありました。ご存じの方がいるかもしれませ
んが，「YUI（結）」というお店があって，「ゴチ
メシ」というのをやっているのですが，地元の企
業の従業員がご飯を食べに来て，「おつり要りま
せん」と言うと，そのお金がチャージされて，学
生さん何人までどの食事が食べられますよと張っ
ているのです。
　ここがもう一つおもしろいのは，地元への就職
率が非常に高いのです。ご飯をおごってくれた企
業への就職率が非常に高いです。そういうことが
起きていて，じゃあ，これを電子化しようという
話を今しています。
　企業からすると優秀な学生を採用したい。採用
するために何をしなければいけないかというと，
知ってもらわなければいけない。でも，就職協定
があってアクセスに制限が入っている。じゃあ，
学生は 4年間，毎日ご飯を食べるから，ご飯を
食べるときにその企業の活動内容を見てくれたら
ご飯代をあげましょうと。一企業当たりの平均採
用コストは 1人 50万円ぐらいなのです。時給換
算すると，1人の学生が 500時間ぐらい勉強する
時間に充てられるので学生が優秀になるでしょう
と。そうすると優秀な学生も採れるし，企業もア
プローチができるし，仮に就職しなくてもその企
業のことを知ってもらえるので，将来コネクショ
ンできるでしょうということで，今，提案をさせ
ていただいています。
　次に，利用金額を増加させるためにどうするか
ということで，優遇プログラムです。これは今，
アメリカに行くとすごいのです。皆さん，Uber3）

をご存じだと思いますが，Uberは住んでいる方
と旅行に来た方は値段が違うのです。さらに言う
と，Googleで検索して入ってきた方と Uberのア
プリを直接上げた方で値段が違います。さらに，
検索して値段を見てやめた方と，すぐに注文した
方では値段が違います。こういうダイナミックプ
ライシングというのが走っているのですが，電子
的にやるのだったら，地元に住んでいる人，地元
で働いている人，頻繁に来てくれる人，こういう
人は優遇しましょう，そうでない一見さん，観光
客，企業を訪問するような外訪者は正価で出しま
しょうと。こういう差別化をして一物二価をつ
くってしまおうと。
　これをやっている会社が実は Amazonなので
す。Amazon Goのほうが有名になっています
が，実は Amazonは地味にすごいことをやってい
て，リアル店舗に行くと，今，値札がないので
す。みんなどうするかというと，本を手にとっ
て，ISBNコードのスキャン端末があって，そこ
にかざすと，現金で買うと幾ら，Amazonプライ
ムの会員だと幾らと二つ出てきます。それで，明
らかに Amazonプライムの会員のほうが安いの
で，みんな Amazonプライムに入る。その結果，
Amazonプライムのユーザーがふえるから，また
安いサービスが提供できる。こういう繰り返しを
しています。
　同じように，地域の住民が得をして，そうでな
い方は高い値段で買ってねと。こんなことをやれ
ないかと思っています。
　次に，加盟店をふやすために何をするかとい
う話になるのですが，一番のネックはコストで
す。端末が非常に高いです。例えば電子マネーの
端末が 1台 8万円，4年間保証で 1年 2万円する
と。Suicaとか Nanacoとか通貨を 1種類通貨する
ごとに月額 200円から 300円取るのです。こんな
ものを普通の店舗に置いたら回らないので，我々
はどう考えたかというと，既にあるもの，あるい
は，もっと安いものを使おうということで，例
えば QRコード，これは今有名ですね。二つ目が

3）スマートフォン経由で，ハイヤーのような運転手付の
高級車を呼ぶことができるシステム。（知恵蔵より）
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Gifteeスタンプ 4）で，これが地味に入ってきてい
るのですけれど，「しまとく通貨」というのをやっ
ています。スタンプを押すと決済できるというも
のです。これを今，我々は一緒につくっています。
　さらに，今後 AIスピーカーがはやるだろうと
いうことで，これは福井県のおじさんがつくって
いるものなのですが，音で認証する端末です。そ
うすると，iphoneはイヤホンジャックがなくなっ
たりするのですが，スピーカーとマイクはなくな
らないですね。だから，例えばマイクに音を聞か
せると決済するというようなことをやっていま
す。
　あと，マッシュルームという会社とは，
FlashTouchというスマートフォンの画面をモール
ス信号のようにたたくのです。それでデータ交換
して，こうつつくというやり方があります。
　タグキャスト（TAGCAST）5）とは，帝人さんの
技術を使って紙の中に Bluetoothのビーコンを埋
め込んでいます。それで，テーブルに置くと認証
できる。
　最後に顔認証ですが，これは今，グローリー
（GLORY）と一緒にやっていまして，実は今週，
展示会があったのですが，顔認証してチャージす
る機械を今，一緒につくっています。そうすると
スマートフォンすら持たずに決済，入金ができま
す。
　こんなことをやって低コスト化を目指していま
す。
　そうすると，スマートフォンとかそういう生体
認証を使うと IDがひもづくので，例えば決済を
する，ポイントが追加されて通知が行く。クリッ
クすると，実は IDFAとか AAIDというトラッキ
ング IDというのがあるのですが，これは誰の端
末かという情報がサーバに送られるのです。これ
を受け取って，次に，この決済履歴からオーディ
エンス探索という技術があって，皆さん知らない

かもしれませんが，あなたたちのデータはほとん
ど売られています。ビザとマスターとアメック
スを使ったら全てデータがとられて売られていま
す。日本の法律では NGなのですが，実はこの 3

社は日本の会社ではないのでデータをとって売っ
ているのです。このデータが実は買えます。買う
と何ができるかというと，こんな購買をする方は，
こんなライフスタイルを送っていると。じゃあ，
こんなライフスタイルを送って購買をしていない
方は誰か。そこに広告を打つ。そんなことができ
ます。
　例えば，私は以前ちょっとこういうことをやっ
ていたのですが，ラグジュアリーホテルに 1年に
2回以上延泊する方は教育商材と非常にマッチす
ると。全然相関がないようにみえるのですが，実
はすごくマッチするのです。ですから，ラグジュ
アリーホテルに年に 2回以上泊まって，かつ延泊
している方に教育商材のターゲットとして広告を
打つとすごくはまります。こんなことが実はでき
ます。
　次に，利便性の向上ということで，先ほどの
「Scan＆ Go」をもっと便利にしようと考えてい
ます。スキャンすると商品の情報が出てきて，割
引されるとか，あるいは，メーカーからコインが
発行されるとか今考えています。例えば，キリ
ンビールとアサヒビールは今すごく戦っています
ね。それで，例えば北海道のこのスーパーの棚割
が欲しいと彼らは考えているので，じゃあ，この
北海道のスーパーに来られる住民，例えば半径
500メートル以内の方にキリンコインを発行しま
す。それで，コインをもらった人たちがスキャン
すると，キリンコインが使えますので，そのコイ
ンの分お金がかかりませんというようなことを出
して誘導するわけです。
　さらに，スーパーでカゴに入れて最後，決済す
るのですが，カゴ自体売れないかと今思っていま
す。あるデバイスメーカーさんと一緒に，カゴに
ICタグをつけて，カゴごと持って帰れるように
できないか今検討しています。そうすると，車で
来たお客さんがカートにカゴを乗せて買い物をし
て，最後にレジを通るゲートの前でスマートフォ

4）メールや LINEなどで 気軽にギフトを送れるサービス。
5）ビーコンと呼ばれる Bluetooth発信機をクラウドで統合
管理して，スマートフォンアプリと連携をすることでモバ
イルシステムのための屋内位置情報サービスを実現してい
る技術。（株式会社タグキャスト HPより。http://tagcast.jp/
business/）　
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ンでスキャンするとゲートが開いて，そのままカ
ゴごと持って出る。そうするとスーパーのレジの
スタッフを減らせるので，もっとたくさんお客さ
んを回せるのです。こんなことを実は考えていま
す。
　先ほどあまったコインという話が出ましたが，
実はこれは結構ニーズがあります。今，SNSが非
常にはやっているのですが，ぽちっとクリックす
ると，地方紙の場合，「会員にならないと読めま
せん」というのが非常に多いのです。ここを，例
えば地域コインで読めますよ，1記事 10円です
ということで，ぽちっと押せば読めるようにする。
大したことないじゃない，と皆さん思うかもしれ
ませんが，実は「ニューヨーク・タイムズ」がこ
れをやっていまして，定期購読者でない方たちが
この決済で購買をしている記事の売り上げが年間
150億円です。意外と大きいのです。読んでいる
方はほとんど「ニューヨーク・タイムズ」の購読
者でない方です。なぜかというと，何か事件が起
きると，その詳細を知りたければ地方紙をみんな
見に来るのです。そのときに会員制になっている
と読めないので，こういう形にして，簡単にお金
を取って回すというようなことをやっていってい
ます。

低コスト社会をめざして

　そういう経済効果が出始めたら，次に低コスト
な構造で運用していきたいということで，我々
が今つくっているものですが，まずバリュー管
理サーバという台帳です。実はここが，今システ
ムをつくるときに非常にお金がかかります。参考
までに，某ポイントのシステムをつくるときには
大体 80億円ぐらいかかっています。クレジット
カードのイシュアが発行しているポイントカード
システムは，見積もると大体 3億円から 5億円ぐ
らいかかるのです。そうすると，地域に入れると
すごく高いシステムになってしまって回らない。
ですから，冒頭お話ししたように設定ファイルを
ぽちぽち選ぶとつくれるようなものをつくってバ
リュー管理サーバのコストを下げます。

　次に，我々が持っているブロックチェーンを応
用した技術を使うと管理者であっても書きかえら
れないので，インターネット上を通す決済ネット
ワークをつくっても侵入者が書きかえられませ
ん。
　三つ目に識別情報。先ほど幾つか出しましたが，
識別情報に暗号鍵をつけてスマートフォンから送
り出すことによってネットワークをセキュアに保
つ。結果的に低コストな決済インフラがつくれる。
こういうことをやっています。
　そうすると，ICカードはもう要らないのでは
ないかと思っています。
　皆さん，自分のお財布にポイントカードが何枚
入っていますか。結構入っていますよね。
　例えば私がすごく嫌なのが，ファミリーマート
に行って Suicaで決済するのですが，「Tポイン
トカードを持っていますか」と言われるのです。
物すごくうっとうしいのです。なぜかというと，
Suicaを持っているので財布を持っていかないか
ら Tポイントカードを持っていかないのです。そ
れだったら全部スマートフォンにまとめてしまえ
ばいいじゃないかと思っていまして，スマート
フォンにまとめると専用端末が要らないのです。
そうすると非常に安い仕組みで提供できる。
　さらに言うと，経済産業省から，来年度，JPKI

という認証局のサービスが SIMカードに入ると
いう法案が通ったのです。これは何かというと，
携帯電話の SIMカードに本人認証用の IDコード
が入るのです。そうすると，携帯電話を持ってい
たら本人証明できるのです。このデータを使うと，
ここでシンクすると，この人は日本国民の誰で，
税金を幾ら納めているかというのが実はひもづく
のです。そうすると，前述したインフラは要らな
いのです。そんなことができる時代になってきま
した。
　じゃあ，その低コストのインフラを使って多彩
な決済インフラをつくっていこうということで，
これは法律のいろいろな例ですが，銀行預金，ポ
イント，プリペイド，電子マネーと短期型，送金・
払い戻し可能な電子マネー，仮想通貨とあったと
きに，許認可とか法律とかルールが違うので，実
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は，こういう設計を日本のエサヤは要件を聞きな
がら一個一個つくっています。そもそも法律が決
まっているのですから我々のほうでテンプレート
をつくってしまおうということで，実はこれは全
部テンプレートをつくりました。どの法律に準拠
して通貨をつくりたいと言ってくれれば，ぽちぽ
ちぽちっとやって終わります。
　さらに言うと，この部分はポイント，この部分
は電子マネーにしたいというのもできるようにし
ています。そうすると，例えば法定通貨と交換比
率をどうするか，減価するか，払い戻しをどうす
るか，ボーナスを与えるか，消滅をどうするかと
いう基本的な振る舞いだけ教えてくれればすぐに
通貨がつくれます。
　さらに，これを仮想通貨に適用しようと。仮想
通貨にすると，まずチャージします，次に買い物
をします。普通はそこで現金が振り込まれるので
すが，そうすると銀行の手数料とか精算業務が発
生します。これを仮想通貨を売却するという扱い
にします。そうすると，少額の場合はお店は手数
料を払って仮想通貨を売却しようとしないです
ね。そうすると持っているので，じゃあ 2次流通
させようと考えます。同じように 3次流通させよ
うと考えます。こんな感じで回していこうと考え
ています。

　これをもっと具体的にやっていこうということ
で始めたのが，Sコインと言われている SBIホー
ルディングスとのプロジェクトになります。まず，
企業が福利厚生で先ほど出てきたランチコインと
か割引コインを発行事業体に委託をします。そう
すると，いわゆるランチ用のコインや割引用コイ
ンが割り当てられます。これは法律で決まってい
るルールに従ったものでつくっていきます。当然，
割引コインとランチコインはそれ単体では機能し
ませんので，一緒に現金をチャージするという行
為が発生します。このときに，いわゆる電子マネー
ではなくて仮想通貨をチャージさせます。実際に
決済をすると，ランチコイン分はここで精算され
るのですが，仮想通貨の部分は二つの手段を使っ
て現金にかえます。一つは，仮想通貨取引所で売
却をする。もう一つは，現金チャージ機を置いて
くださいと。つまり，私が 10万コイン手に入れて，
10万コイン現金にかえたい場合は，お店にチャー
ジ機を置いておくと，お客さんがチャージするの
で現金にかわります。そうやって流通させる。そ
ういう発想です。
　さらに，2次流通させる。そうすると，こんな
絵が描けます。（図 4）
　簡単に言うと，福利厚生の管理コストが下がり
ます。従業員は地元の企業に来店します。決済す
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ると，これは少額でいいのですが，手数料分が消
滅します。お店は直接現金を店で回収したほうが
安く済むので，チャージ機を置こうと思います。
そうすると仮想通貨取引所では，ある一定のボ
リューム以上の取引だけになるので，手数料収入
は入るのですけれども，そんなに大きなコストは
かからずに回すことができる。こんな形で回して
いく。
　次に，西部先生も言っておられましたインフレ
をどうするかという話があって，上限値と下限値
を設定します。発行事業体は常に 100円 100コイ
ンで発行することを決めてしまいます。じゃあ，
100円 100コインが使われるタイミングはいつか
というと，その地域の中の通貨の供給量が足りな
くなってくると，いわゆるイシュイングという形
で発行されて 100円 100コインで出てきます。
　一方で，発行事業体は何をするかというと，仮
想通貨取引所で 100円を 90円で買い取りますと
いう板を張っておきます。そうすると流動性が担
保されます。この 100円と 90円の利ざや，10円
が発行事業体の取り分になります。そうすると，
この中で変動する通貨になって，域内での流通量
がふえたらこのコインの価格を少しずつ変えてい
く。そんな発想です。
　さらに，お店には端末を置きましょうという話
をしました。先ほど ICOという話がありました
が，例えば北海道で「DO」というコインを発行
しますと。じゃあ，最初に地域通貨のチャージ機
を置いてくれたら，イニシャルオファーで，100

円 100コインではなくて，100円で例えば 150コ
イン割り当てますよと。そうすると店は，お客さ
んが来てくれてチャージをしてくれたら，その分，
利ざやが稼げるので，一生懸命チャージをさせる
キャンペーンをするのです。そうやってお客さん
を呼び込んで流通量をふやしていこうと。
　ただ，回転するごとに手数料分が消滅していく
ので，価格がまたじわじわ上がっていく。じわじ
わ上がって流通量が減っていくと発行事業体から
売却するコインがふえていくので，お店が売却し
た結果，また下がっていく。また回転すると上がっ
て，店が売却して，流通量が減ってくるとまた上

がっていく。こういう上下を繰り返して，経済価
値と価格の変動をある一定の範囲内でコントロー
ルしていこうというのが実はこの Sコインの構想
になります。
　最後に，電子マネーも含めてですが，域外から
の流入と域外の流通をうまくコントロールする必
要があります。実は，これは 1次産業が弱いと流
通のほうが多くて成り立ちにくいのです。スイス
に「ヴィア」というのがあるのですが，昔はうま
くいっていたのが，最近傾向を聞いたら，パーツ
の輸入がふえて「ヴィア」がたまってしまうらし
いのです。ですから最初の生産者が非常に困るら
しいのです。やっぱり 1次産業が強くないと域内
経済は成り立ちにくいと言われています。

北海道での可能性

　北海道をみてみると，実は結構，地元企業がお
もしろくて，例えば北一硝子とか，ニトリ，75％
北海道産の資材を使っているらしいのです。ホリ
ホールディングスは北菓楼で地元の商材を使って
商品をつくっていますし，よつば乳業はまさに北
海道の酪農をベースにしています。意外とおもし
ろいのがクリプトン・フューチャー・メディアと
いう初音ミクをやっている会社で，こういうとこ
ろが北海道の住人で北海道の産業をつくっていっ
ている。
　これだけ地域を回せる素材があるのだった
ら，あとはどうやって端末を普及させるか考え
ていたのですが，実はサツドラ 6）が牽引してき
た「EZOCA」（北海道の EZOCA提携店で利用で
きる共通ポイントカード）というのがあるのです
が，これは北海道内のかなりの店舗に端末が入っ
ているらしいのです。入っていないのはツルハグ
ループだけと聞いているのですが，ドラッグス
トアでコンペしているらしいのです。そうすると
EZOCAが組んでくれれば端末はほとんどそろっ
てしまうのではないかと思っていて，こういった
ものをつなげていくと，実は北海道は地域経済を

6）株式会社サッポロドラッグストアー。北海道札幌市に
本部を置くドラッグストアチェーン。
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回していくための十分な機能が既に備わっている
ので，あとは仕組みづくりだけではないでしょう
か。
　うまくいけば大成長する可能性がある都市だと
思っていますし，最後になりますけれど，実際に
我々の開発というのは実は INDETAIL7）さんとい
う北海道の会社にお願いしています。なぜかとい
うと，北海道のエンジニアはすごく優秀なのです。
なぜ優秀かというと，北海道からあまり出ないか
らです。出ないということはすごく重要で，同じ
人が同じ会社で長く働くとそこにノウハウがたま
るので，その結果，優秀なエンジニアが育って非
常に品質の高いものをつくってくれています。
　そんな感じで，これを機会に北海道の方達と何
かできればと考えています。
　以上で私のお話を終わります。ありがとうござ
いました。（拍手）

7）株式会社 INDETAIL（インディテール）。北海道札幌市
に本社を置く IT企業。


